取扱説明書 


日立リビングヴプライ 


…22 
票表紙 


■安全のためおずお守り < ださい- 
■使いかた 

各部の名前 . 

ご使巧の前に . 

加湿をご使用の前に . 

温風辭5 . 

加湿運転 . 

温風+加湿運転 . 

その他の運転 . 

タイマー運転 . 

■使用上のご注意 . 

■お手入れと保管 . 

加湿フィルターの交換について 

■故障かな？と思った5 . 

■保証とアフターサービス . 

■仕様 . 


1=1 /人 


このたびは加湿セラミックフアンヒーターをお買い上げいただき、まことにありびとうございました。 
この取扱説明書をよくお読みになり、正しくご使用ください。 

お読みになったあとは保証書とともに大切に保存してください。 



Hitachi Living Systems は 
日立リビングサプライの英文社名です。 

♦この加湿セラミックファンヒーターは一般家庭用です。他の用途でのご使用はしないでくださし、。 
思わめ事故の原因となります。 

*±也震•义災など緊急時や異常時には、直ちに電源プラグを巧さ、ご使用を中止してください。 


保証書別添付 


HLC-1300 お 


お買い上げの販売店の記入をお受けください。 


家庭用 


加湿セラミックフアンヒーター 






















安全のため必ずお守りくださし、 


給表示について 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのを害や財産への損害を未然に 
防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意巧は次のようになっています。内容をよく理解してから本でをお読 
み < ださい。 


A 警告 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死こまたは 
重傷を負ラ可能性が想定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負5 
可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定され 
る内容を示しています。 


給表示の例 


A 


この記号は注意(危険‘警告を含む）を促す内 
容があることを告げるものです。図の中や近 
傍に具体的な注意内容が描かれています。 


0 


この記号は禁止の行為であることを告げ 
るちのでず。図の中や近傍に具体的な禁 
止内容が描かれています。 


〇 


この記号は行為を強制したり指おする内 
容を告げるちのです。図の中や近傍に具 
体的な指ち内容が描かれています。 




ときは、特にま意ずる。 

♦乳幼児-皮ふ感覚の弱い方-自分で操作でさない方 
♦ねむけをさそラ薬(睡眠薬-かぜ薬など)を服用された方 
♦お年寄り.ご病人-疲労のはげしい方 
♦深ミ酉をされた方 _ 


〇 




»火災-感電の原因となります。 

お買上げの販売ちまたは、当社指定の r お客さま 
ご相談窓□」にご相談ください。 



〇 




定格1已 A む上のコンセントを使用する 


•他の器具と併用すると、コンセント部び異常発熱 
して、発义することびあります。 


さし込みプラグは、コンセントの奥まで 
確実にさし込む 


感電やショートして、発煙や発火することびあります。 


〇 




さし込みプラグのほこりやごみを 
定期的に取る 


湿気などで絶縁不良となり、义災の原因となります。 



〔交流10 0 V を使用する 

»火災-感電の原因となります。 


〇 













排水はさし込みプラグを巧いてか5行う 


扫わ J < やお手入れは、運転停止後、必ずさし込み 
プラグを抜いてから行う。 

•感電をすることびあります。 


さし込み 
プラグを巧< 


お茶や水などをこぼさない 


>万一こぼれたとさは、過熱•感電のおそれびありま 
すので、ただちに使用を中止し、販売店の点検を受 
けて < ださい。 


戀 

水めれ禁止 



(コードを乱暴に扱わない j 

コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、 
無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったりしない。 
また、重い物を挟み込んだりしない。 

♦コードび破損し、火災-感電の原因となります。 


ードをたばねて通電しない 


コードび過熱し、乂災-感電の原因となります。 




めれた手でさし込みプラグを巧きさししない 


♦感電やけびをすることびあります。 



(!) 

めれ手禁止 



分解や修理をしない 


改造しない。また、修理技術ちがの人は、分解 
や修理をしない。 

♦火災-感電-けびの原因となります。 

修理は、お買い上げの販売店または、当社指定の 
「お客さまご相談窓□」にご相談ください。 


分解禁止 



裏 C 


タコ足配線をしない 


>電気容量び超え、分岐コンセント部び異常発熱して 
発火することびあります。 


Q 如を Q 



コードが傷んだとさは使用しない 


コードやさし込みプラグが変形-変色-損傷している、 
コードの一部やさし込みプラグがいつもより熱い、コー 
ドを動かすと通電したり、しなかったりする、また、コ 
ンセントのさし込み□びゆるいときは使用しない。 

•感電-ショート-発义の原因となります。 





々へ- 












•見 


吸気□-温風吹出□-加湿風の出□の巧やずき間 
にピンや針金などを入れない。 

•感電や異常動作してけびをすることびあります。 


タンクに水が入っているときは、 
本体を振ったり、傾けたりしない。 

♦傾けすざると、水びこぼれる 



本体内部は常に清潔になつよラ定期的に掃除ずる。 

•掃除せずにお使いになると、巧れや水あかにより、 
カビや雑菌び繁殖し、悪臭の原因となります。 


〇 


まれに体質によっては過敏に反応し、 
健康によくないことびあります。 
※この場合は医師に相談してください。 


♦けびややけど、絶縁劣化による感電-漏電义災の 
原因となります。 



プラグを巧く 


タンクの水は毎日新しい水と入れ替える 


使用しないときは、さし込みプラグを巧く 


• 感電やシヨートして発火すること 
びあります。 


ぬれた手で八ンドルを持つときは、 
すべりやずいのでま意ずる。 

♦落下すると、けびや水漏れの原因 

となります。 II 


〇 


/しっか0 
持つ！ r - ン 


移動時は、水平に持ち運ぶ 


八ンドルをしっかり持つ 


必ずさし込みプラグを 
持って抜く 


ガソリン、灯油、化学薬品、ち香剤、また40で 
上のお湯や巧れた水などは入れない。 

♦ 乂災や故障の原因となります ;V 


0 




本体の近くにスプレー生などを置いて使用しない。 

•熱でスプレー吿内の圧力び上びり、爆発や义災の 
原因となります。 


0 




タンクに水むがの物を入れなし、 


危険物を置かない 


お手入れに塩素系-酸素系の洗剤を 
使用しない 


異物を入れない 















局温部 I し触れない 


ミ谷室や屋外で使用しない 


使用中や使用後しばらくは、温風 •感電やショート-発火の原因 


の出□などの高温部に触れない。 
また、温風の出□の風向調節をし 
ない。 

♦やけどの原因となります。 


となります。 






巧類などを掛けない 


温風の出 □• 加湿風の出 □• 
吸気□をふさがない。 

♦過熱や义災の原因となります。 


(§) 

水場使用禁止 





不ま定な場所に置かない] I 乾燥など他の用途に使用しない落下したタンク•本体は使用しない 


車5倒ずると水がこぼれまず。 

♦感電-ショートの原因となります。 


Q 




♦そのまま使用すると、水ちれやシヨ 
ート•感電-発火の原因になります。 





本体に直接水を入れない 


加湿風の出□より 7 j < 道水を入れない。 

♦絶縁劣化による感電-漏電义災の原因となります。 





電気製品の上に置かない , 


>転倒すると、感電やショートの原因となります。 
また、本体底面の熱により、変色-変あの原因と 
なりよ 9 〇 I~I~I rs 





. 燃えやすい物の近くで使用しない 1 


カーテンの近くや、机の下など周囲を囲まれた 
場所で使用しない。 

♦乂災のおそれびあります。 

な货// 


Q 


0^ 

M§i! 

L - J ^ 















前カバー 

タンク 
水位窓 


風向調 I 



1 操イィ 

民部 1 






温風吹出 □ 



チャイルド□ック 

(3 秒巧し） 


リセット 

巧秘押し） 


り 


] 


レルブ□ックフイルター 



3巧!•ソ上巧ずと電源ボタン 
「切」1•ソがのボタン操作び 
でさな < なりまず。 







^3 

加湿フィルター 
お手入れ後に巧しまず。 

、 ノ 


( 日=1吕ぺージ） 

加湿風の出 □ 


安錦示 

必ずお読みください。 


(cr 17 ' 18ページ） 


.水受け 


加湿フィルター 

着脱式 （ cr 18ぺージ） 


さし込みプラグ 


5人工酵素びフィルターでつかまえた巧おやダニの死骸などのアレルゲン物質を分解*1。 

ニフィルター上での脱臭効果* 2 、除菌効果* 3 、抗ウイルス効果 ’ X 4 と多機能に優れた効果のあるフィルターです C 

巧アレルゲン試験機関：（ダニの死骸）信州大学繊維学部にて測定 。 E L I S A 法による。 

(花粉） 信州大学繊維学部にて測定。電気を動法による。 


試験機関：（財）日本妨績検査協会 試験ち法 
試験機関：（財）日本彷績検査協会 試験ち法 
試験機関：大阪府立公衆衛生研究所 試験ち法 


アンモニア、酢酸、ホルムアルデビドによる検地管法 
統一試験法 
ウイルス不活化試験 



操作部 

ノ 


裏面 


G 正面 ) 


上向き約1已度 
まで風向調節 
でさます。 


チャイルド□ックランプ 

チャイルド□ック 
されているとをに 
点なしまず。 


お手入れランプ 
加湿 フイルターの 
お手入れ時期をお 
知5せします。 


•ヤイルド□ツクボタン 


使いかた 各部のなまス 


ドド :化 S 

ご 一 I 感 


フ 


□ 


ア 


^氣さ 


6 fp 

面ら一 2 3 4 
※ ※※※ 


5 

















































































( 入タイマーランプ 1 


[ 切タイマーランプ ) 

入タイマーをセツトずる 
と点:打します。 


切タイマーがセツトされたとをや、 
タイマー終了後に点なしまず。 


現在湿度表示ランプ 



[ 電源ランプ I 


[ 給水ランプ 1 

表示/ (ネルが現在湿度を示 
しているとさに点なします。 



電源「入」のとを 
点なしまず。 


タンク内の水びなく 
なると点なしまず。 


表示パネル _ 

タイマーの設定時間と現在湿度 
、(目き)及び異常表示をしまず 。 J 


温風ランプ 

温風運転の状態を 
表示をします。 


加湿ランプ 

加湿運転の状態を 
表术をしまず。 


節電ランプ 

節電運転のとさ 
点灯します。 


おやずみランプ 

おやすみ運転のとを 
点なしまず。 



■—湿度表示（同時}甲し）一 I 


入タイマー/切タイマーボタン 


入-切タイマーの設定とタイマー 
運転時-温風運転時の現在湿度 
表示切り換えをします。 


从は1抄押し) 




■ 

温風運転の切換 

をしまず。 

ノ 


(厅9 •] 1ぺージ) 







加湿運転の切換 
をしまず。 


加湿運転のとを節電 
運転に切換えます。 


(厅1日 . 11ぺージ）（厅12ぺージ) 


(厅] 2〜14ぺ-ジ) 


電源ボタン 


電源の r 入」「切」をします。 

1巧な上巧し続けないと、 
電源 r 入 J になりません。 


※さボタン操作をしたとさは、 
操作音（ピッ）びしまず。 



おやすみ運転に 
切換えまず。_ 

(□= 1 2ページ) 


か, （ 加湿運乾と現在湿度表示について ) - 

加湿運転時には現在湿度の目安を、 表示パネルに デジタル表おします。 

※同じ部屋でち場所により湿度び異なるため、部屋の湿度計とは必ずしち同じになりません。 

※加湿運転をしていない時は、無表示です。切タイマー運転時には、切タイマー設定時間を表示します。 
現在湿度の目をを確認したい時は、入/切タイマーボタンを同時に巧してください。 

現在湿度を約 2 秒間表示して、無表示または切タイマー設定時間表示にちどりまず。 

(入タイマー設定時には、湿度表示はでさません。） 

※デジタル湿度表示範囲は、 3 □〜 79% でず。 

30% 未満 • • • • 

80% じ (上 • • • • W と表示しまず。 

• 「連続」 ……現在の湿度に関係な く 連続加湿します。 

• 「60」……己〇〇/〇、 「50」…已〇〇/〇自動的に断続加湿をし、湿度を調節します。 

• 「のど」 ……お部屋の温度により自動で設定湿度を変更し、湿度調節します。 

室温びほいときは、のどにやさしい高湿度 (65%) 

室温び高いときは、お湿度（已已日/ 0) 



























































































使いかた ご使用の前に 


電解水瞭菌システムで清潔加湿 


この製品は、水道水の塩素イオンを利用した電気分解で生成する次亜塩素酸により除菌するシステムを 
採用しています。 

ただし、水道水中の塩素イオン濃度が低い場台は、除菌効果が弱くなるので、使用環境によりカビや 
悪臭が発生する場合があります。その場含はお手入れをこまめに行ってください。 

抗菌-防カビ素材を採用した加湿フィルターとともに 清潔な加湿※ ] を実現しました。 


《1加湿フィルターなどのお手入れは必要になります。 



電極で発生した電解次亞塩素酸び 
長時間にわたつて雑菌の繁殖を抑制 


電解次亜塩素酸 Si 


室 

内 


1加湿 フィルター) 


有機物や結合塩素ち 
されいに分解 


フイルター內でち 
効果を維持 


商拥1 - 

•必ず水道水（飲用）をそのまま使用してください。 

【ご注意】ミき水器の水-アルカ U イオン水-ミネラルウォーター-井戸水などは使用しないでください。 
除菌びでさなくなるため、カビや雑菌び繁殖し、悪臭の原因となります。 

•運転中に(外は電解水除菌を行いません。長時間ご使用にならないときはおずタンク-水受けの水を 
捨ててください。 


み， お知らせ- . 

•電解水除菌システムとは、プールやカップ式の自動販売機でち広く採用されている除国ち式です。 

•電解水除菌システムは、加湿フィルターや本体内の水受けなどへの除菌効まを目的としています。 

お部屋の空気や本機 LU 外のちのには、除菌効まはありません。 

※電解水除菌システムの効果は（財）日本を品分析センターの調べによる。（試験ち法：寒天平板培養法） 

V- y 


八イブリツド気化式加湿について 


この製品は、加湿フイルターに含ませた水を温風または、送風により気化させる加湿方式のため、 
加湿風吹出□からは湯気（蒸気）は見えません。 


r 使用場所と電源について^ 

♦ち図のよラに周囲か日離して使用する。 

♦腐食性のガス（硫化ガス•塩素ガス）を吸い込むとこ 
ろや、湿気’ホコリ"油の多い場所で使用しない。 

♦壁.カーテン. 家具などの近くで使用しない。 

♦電源は、さし込み□にびたつさのなし、、定格1已 A 
(1 已 00 W ) じ(上のコンセントまたは、延長コード 
を単独で使用する。 


か お知らせ- 

運転中はコードびあたたか<なりまずび、故障では 
ありません。 
























































O 前カバーをはずす。 

上部つまみ（ちち2力所）を押さえ、手前に引いてください。 


0 タンクを取り出す。 

とつ手を持ってかし手前に引してから上に持ち上げます。 


とつ手 
タンク 


0 タンク栓を左に回してはずし、タンクに水を入れる。 

•必ず水道水（飲用）をそのまま使用してください。 

• 満水じ(下で注水してください。 

•ミち水後はタンク栓を確実に締め、水びちれないことを 
確認してください。こぼれた水は乾いた布でふさ取つ 
てください。 

必要に Lb に強く締めないでください。水びちれる 
場合びありまず。_ 

. |~ガソリン、灯油、化学薬品、ち香剤、また 

警告 4 crciu 上のお湯やミちれた水などは入れない。 

火災や故障の原因となります。 


0 タンクを本体にセツトする。 

タンクは落としたりしないで、ゆっくりとセツトしてくだ 
さい。 

タンクび傾いていないことを確認してください。 



つまみ 


前カバー 



タンク栓 


タンクの着脱を繰り返ずと、水受けの水量び増し 
まずので、着脱は繰り返さないでください。 


0 前カバーを本体に取り付ける。 

づつ前カバー下部左ちのフックを、本体の巧（ちち2力所） 
に入れる。 


上側両端を押して「カチッ」とはめる。 



水受け部-- 

(タンクさし込み部) 


確実に取り付けてください。 


フック 




8 










使いかた 温風運転 


• 室温に応じて、「強」•「弱」-惜風」の 
いずれかに自動的に運転を切り換えます。 

• r 弱」の温風運転をします。 

•「強」の温風運転をします。 

• 温風運転を停止しまず。 

(電源ランプのみ点な） 


か自動運乾について - 

室温び高く、 「送風」状態び約10分間続くと運転を停止しますび、 
室温び低下ずると運転を再開します。 

(電源ランプと自動ランプは点巧したままでず。） 


0 r 温風ボタン」を巧し、お好みの温風運乾に切り換える。 

• 温風ボタンを巧すたびに、図のように r 自動」聞」 r 強」 r 切」と 
運転び切り換わります。 


0 さし込みプラグをコンセントにさし込む。 




0 「電源ボタン」を1秒切上巧して「入」にずる。 


♦け少じ(上押し続けないと、電源「入」になりません。 
♦電源ランプと温風の自動ランプび点巧します。 


0使用後、「電源ボタン」对甲して r 切」にずる。 


♦チャイルド□ックを除く全てのランプび消巧し、しばらく 
送風した後、運転停止します。 

♦外出時や長時間使用しないとさは、さし込みプラグを 
コンセントか b 巧いてくださし、。 

が 



Hitachi Livina Systems 

HI_C-1300 


■ O 

切タイマ- 



胃!}弱強 

イ ■ 〇 〇 

- 入/切 

温風/切 


O 


Hitachi Living Systems 

HLC-1300 


■ 0 

切タイマ- 

し）一 ■ 


電源 

入/切 


V - li !/ 弱 

■ ■ 


強のど 


I 温風/切 


巧 


Hitachi Living Systems 

HI_C-1 300 


■ O 

切タイマ- 

し）- 


〇 

自動弱強 

電源 

〇 〇 〇 

- 入/切 

湿風/切 


0 


M み弱な強ク切 

三 


強〇 
弱 ( 


tl 




































使いかた加湿運乾 


※加湿運転の前に、8ぺージの r 加湿をご使用の前に」をご覧ください。 
〇 さし込みプラグをコンセントにさし込む。 （口=9ページ） 


0「電源ボタンを1秒上を巧して「入」にする。 （ cr 9 ペ-ジ) 

•け少 LU 上押し続けないと、電源「入」になりません。 

♦電源ランプと温風の自動ランプび点巧します。 


0 r 温風ボタン」を巧し、温風運転を停止する。な 9 ぺージ) 

温風ランプび消巧するまで、 r 温風ボタン」を巧しまず。 



0 


r 加湿ボタン」を巧し、お好みの加湿運転に切り換える。 


(厅 己〜目、 11 ぺ ージ) 


加湿ののどランプと現在湿度表示ランプが 
点'なし、「表示パネル」に現在湿度の目安を 


湿度/タィマ- 


Hitachi Living Systems 

HLC -1300 



表 7 R します。 

で aa 。 

電1 原 

自動 弱強 

〇 〇 〇 

夕1.ク日 0 60 

— 参—:;） 〇 

が 


タイマ-切タイマ- 

入/切 

温風/巧 

如湿/切 


>— 湿度表お個時巧し）一 • 

(入はけ娜し） 




0 使用後、「電源ボタン」を巧して「切」にする。な 9 ページ) 


0 




♦チャイルド□ックを除く全てのランプび消 I なし、しば日く 
送風した後、運転停止します。 

♦外出時や長時間使用しないときは、さし込みプラグをコンセント 
か b 巧いてください。 


0 ][] 湿運転中にタンクに水びなくなった5 ) 


♦加湿運転は自動停止します。 

♦警告音びなり、 給水 ランプび 点な して、給水をお知らせします 
ので給水してください。（氏8ページ） 

• 給水ランプ点な時に加湿ボタンを押すと警告音びなり、加湿 
運転でさません。（厅16ページ） 

• 給水後、電源ボタンを入れ直すことにより運転を再開します。 


数日間ご使用にな日なかったとさは、タンクの水を入れ 

替え、水受け-加湿フィルターを這掃してください。 （ cr 17ページ) 


給水ランプ 




























使いかた 温風+加湿運乾 


※加湿運転の前に、8ぺージの r 加湿をご使用の前に」をご覧ください。 
〇 さし込みプラグをコンセントにさし込む。 (□= 9ページ） 

0 r 電源ボタン」を1秒に I 上巧して「入」にずる。 （ c ? 9 ぺ-ジ) 

♦け少似上巧し続けないと、電源「入」になりません。 

♦電源ランプと温風の自動ランプび点巧します。 


0 r 温風ボタン」を巧し、お好みの温風運転に切り換える。 （ cr 9 ペ-ジ) 

お好みの運転の温風ランプび点なしまず。 


0 r 加湿ボタン」を巧し、お好みの加湿運乾に切り換える。 


♦加湿ののどランプと現在湿度表示ランプび 
点巧し、「表示パネル」に現在湿度の目安を 
表示します。 （□= 已〜6ページ） 


• r 加湿/切ボタン」を巧すたびに、図のよラに 
「のど」 r 巳□」「60」 r 連続」「切」と運転び切り 
換わります。 




けのど 
〇 

み 

5 CH 

〇 

み 

60 

〇 

み 

連続 
〇 

み 

，切 


• 室温により設定される湿度に保持 
するよう断続加湿しまず。（ち図） 

• 設定湿度に保持するように断続加湿 

• 湿度に関係なく連続加湿します。 

• 加湿運転を停止します。 


かのど運励こついて—— 

室温びほいとさは、のどにやさしい 
高湿度に設定し、室温び高<なると 
設定湿度を但;くします。 

6巳％-1 

已日。/。 I -1 

己巳％ - 


] 8。仁22。仁 


♦ 「満水」で約 6.8 時間、連続使用することができます。 
♦給水について（厅8ぺージ） 

♦給水ランプ点な時に加湿ボタンを押すと警告音びなり、 
加湿運転できません。（厅]目ぺージ） 


0 使用後、「電源ボタン」を巧して r 切」にする。 (cr 9ぺージ) 


♦チヤイルド□ックを除く全てのランプび消巧し、しばらく 
送風した後、運転停止します。 

♦外出時や長時間使用しないとさは、さし込みプラグを 
コンセントから抜いてください。 

























使いかた その他の運転 


こおやずみ運転） 


運転音を抑えた運乾を行いまず。 

温風運転-加湿運転-温風+加湿運転時に「おやずみボタン」を 
巧すとおやすみランプび点巧し、おやすみ運転になりまず。 

解除するとさは、再度「おやすみボタン」を押してください。 



♦暖房能力、加湿能力は低下しまず。 


C 節電運転^ 


加湿運転時に消費電力を抑えた運転を行います。 


加湿運転の時のみ r 節電ボタン」を巧すと、節電ランプび点巧し、 
節電運転になります。 

解除するとさは、再度 r 節電ボタン」を押してください。 

♦運転音は大さくなりますび、加湿能力は低下します。 

♦加湿運転時のみ作動し、「温風+加湿」運転時には使用でさ 
ません。警告音びなり、お知日せします。 （ CTl 己ぺージ） 



( T チャイルド□ック) 

電源「切」切外のずべての操作が□ックされます。 

「チャイルド□ックボタン」を約3秒じ(上押すと r 電源ボタン」 
じ(外のボタン操作び □ ックされまず。 

解除するときは、再度「チャイルド□ックボタン」を3秒じ(上 
巧してください。 



現在湿度の表示について 


加湿運乾をしているときは、表示パネルに現在湿度の 
目ををデジタル表示します。 

加湿建お時のみ湿度表术されます。 

温風運転、タイマー運転時に現在湿度の目安を確認したい時は、 

「入タイマーボタン」と「切タイマーボタン」を同時に押して 
<ださい。 

約2秒間現在湿度(目安)を表示してから、ちとの状態にちどりまず。 
(運転停止時には湿度表巧はできません） 



. 湿度/タイマ- 

が! を I I 時間後 


お手入れ 


必ず両方のボタンを同時に巧してください。 

ずれて巧されると、タイマーの設定となり、現在湿度の目安び表示されません。 
この場合、一度電源ボタンを「切」にし、タイマー設定を解除してください。 
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使いかた タイマーの使いかた 


〔いずれの場合も、まずお好みの運転:!犬態にしまず。〕 


(切タイ ス— ノ 


《設定した時間が経過すると、運転を停止します。 

■ 「切タイマーボタン」を巧す。 

♦切タイマーランプび点なします。 

♦切タイマーボタンを押すたびに表示ノ くネルの設定時間び1時間単位で 
変わります。撮長12時間） 

※ボタンを押したままにすると速くかわります。 

♦切タイマー設定時の表示ノくネルは、運転停止までの時間を表示し、 
時間の経過につれて]時間ずつ減ります。 


, (例： 3時間後に運輯を停止させたいとき ) - 

タイマースタート 3時間後 





時 間 
運転状態 



表示パネル 



■—通)！表示（同時押し）一 Jk 

(3 回巧しまず）0 


運乾表示 


夕文マ7 • 3時間を運転 I 格了 —►I 分を 

^9-1" "0" 表示1分間点滅 表示/ネル消な 

切タイマーランプ点な 


(入夕つク—ノ 


《設定した時間び経過ずると、運転を開始しまず。 

■ 「入タイマーボタン」を巧す。 

♦入タイマーランプび点巧しまず。 

♦入タイマーボタンを巧すたびに表示パネルの設定時間び]時間単位で 
変わりまず。撮長12時間） 

※ボタンを巧したままにすると速くかわります。 

♦入タイマー設定時の表示ノくネルは、運転開始までの時間を表示し、 
時間の経過につれて]時間ずつ減ります。 



例：己時間後に運転を開始させたいとき) 

タイマースタート 
I_ V 

運転状態 


已時間後 

— V 


運転中 


表示パネル 


運乾表示 


,&圓国画11。巧_、, 

'、 U / 

入》わ—*同おそり •* 切タイマ- 人夕の-<同ぉすか切夕. 


入》イマー*同時? 

||^ 1^湿巧ま示リ 

0(5 


入タイト < 禍？かな夕ゎ- 

■—湿®ま示(旧》巧レ)一！ 


(日回巧しまず） 


タイマー I 
スタート 



7時間後 
V 



>— 湿居表示(11»1¥し)一 I 



'—巧*表ち(同田巧し)一 ■ 


*2 時間を運転停止吵1分を 
"0" 表示1分間点滅表示/ ネル消‘打 

切タイマーランプ点订 


ホ r 入タイマ ー J で運転を開始したときは、切り忘れ防止のため、 
吕時間後に運輯を停止する r 切タイマ ー J がはた日きます。 
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ノ 





























































〔同時予約タイマー） 


※切タイマーと入タイマーを組み合わせて使います。 


ク 

0 


r 切タイマーボタン」を巧す。 
r 入タイマーボタン」を押す。 

♦約2秒間入タイマーの設定時間を表示してから、切タイマ- 
設定時間表示になります。 


Hitachi Livi 
湿度/タイマ- |_|LC 

湿度時間後 


-の 


お手入れ 

〇 

リセット 

(3 巧巧し） 


入夕巧- 


「入タイマー」は、 r 切タイマー」より長い時間しか設定でさません。 

巧!！： r 入タイマー」設定4時間のとき r 切タイマー」設定は1〜3時間でず。 



同時予約 
湿度表示（同時巧し〉 


巧 

切タイマ- 


わ 

ク 


雨 

Si 

入 

(入は- 


^例：1時間後に運転を停止させ、4時間後にちび運輯を開始させたいとき 

〇 r 切タイマーボタン」を1回 f 甲す。 

0 r 入タイマーボタン」を3回 f 甲す。 


h 


1時間を 


時間 
運おげ態 


4時間を 


巨時間後 
V 


運転中 


運転中 



A タイマ 


、レ 

ス 


—迅 S 表示(同巧巧し）一 


吕時間後運転お了叶1分を 

"0" 表示1分間点滅表示/ (ネル消'な 

タイフーランプ点打 


本 r 入タイマー」で運転を開始したときは、切り忘れ防止のため、 
吕時間後に運転を停止する r 切タイマー」がはた日きます。 


タイマー運転について- N 

• タイマーの設定時間を変えたいとさ 

切タイマーボタンまたは、入タイマーボタンで設定し直してください。 

] 2時間を超えると、時間表示び消え、連続運転になりまず。 

♦途中でタイマー運乾を止め、連続運乾にしたいとさ 

電源ボタンを「切」にした後、もう一度 r 入」にしてください。 

• 同時予約タイマーの時間表示について 

切タイマー時間を表示しています。 

入タイマーの設定時間を確認したいとさは、入タイマーボタンを短時間巧してください。 

約2秒間だけ設定時間を表示してから、切タイマーの時間表示にちどります。 

入タイマーボタンを押し続けると、設定時間び変りますのでご注意ください。 

• タイマー停止時の表示について 

タイマーで運転び停止したことをお知らせするため、運転停止後ち切タイマーランプび点巧しています。 

V_ ) 










































使用上のごま意 


C 巧震転倒ぶ I ミ F スイッチについて^ 

本体を倒す、傾ける、ゆ日すなどすると対 震 転倒 OFF 
スイッチがはた5き、運乾を停止します。 

♦表示パネルにしソろ〕と電源ランプび点滅します。 

♦平 b な場所に置き直し、電源ボタンを巧して r 切」にしてから、再度 
「入」にしてください。 


加湿トレイの水がこぼれた場合は、さし込み 
A プラグをコンセントから巧いて巧面や本体水 

受け部周囲についた水をふき取ってください。 



( T メモリー(記憶）機能について j 

さし込みプラグをコンセントにさし込んでいるときは、電源ボタンを 
r 切」にしても切る前の運乾状態を記憶しています。 

♦電源ボタンを「入」にするだけで、切る前の運転状態になります。 

• タイマーの設定は記憶されません。 

• 給水ランプび点なしたとさの加湿運転の設定は記憶されません。 

• 電源ボタンび「切」でち、設定状態を記憶するため約1 W の電力 
を消費しています。 


.浸か- 


さし込みプラグをなくと、 記憶されている内容は消えます。 


G 品度過昇防止器について： ） 

誤った使いかたをすると、内蔵の温度過昇防止器（ヴーミスター)が 
はた5き、運転を停止します。 


温度過昇防止器（サーミスター）がはた日く原因 

♦近くに他の暖房器具などびある。 

♦エアフィルターび巧れてつまっている。 

♦吸気□びふさびれている。 

• 温風吹出□付近に障害物びある。 

♦机の下など狭い囲まれた場所で使用している。 


温度過昇防止器（ヴーミスター)がはた5いた場合 

① 電源ボタンを「切」にし、さし込みプラグを抜いて、本体をよくさます。 

② 点検をして、温度過昇防止器びはたらいた原因を取り除く。 
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c 風问調品するとを j 

風向調節ルーパ’一で調節でさます。 

調節つまみを持って上下に動かします。（水平〜上向さ約]已度まで) 
※調節範囲 LU 上に動かさないでください。 


A けち 使用中や使用後しば日くは、温風の出 □ 
,忌 （ルーパ’一) び高温となる ので 触れない。 



こ音とにおいについて） 

♦操作部からカチッと音びずるのは、 送風機やヒーターを作動させるとさの音で、故障ではありません。 

♦初めて加湿運転をされるときは、においび出ることびありますび、ご使用にとちない出なくなります。 

♦水び腐り、においの原因となりますので、加湿運転を使用しないときはタンクと本体（水到力の水 
を捨ててください。 


ま結-結露について） 

♦凍結のおそれびあるときは、タンクと本体の水を捨ててください。 
そのままにすると、破損•故障の原因となります。 

♦タンク-水受け内の水び凍結した状態で運転しないでください。 

• ;令たい水を入れると、タンク表面に露びつくことびあります。 
乾いた布でふいてください。 


G 警告音について） 


※次のようなときには、警告音び鳴ります。 

♦タイマーの操作を誤ったとさ . 

• 給水時 . 

♦異常時、故障時 . 

♦給水び必要なとさに加湿操作を行ったとさ-- 
• 温風+加湿運転時に節電ボタンを押したとさ • 


ピピーピピーピピーピピーピピー" （ CF 13 • ] 4ページ） 


ピ_ピ_ピ_レ。_レ。_ " 
ピ_ピ_ピ_レ。_レ。_ " 


(cr 8ぺージ） 

( cr 吕1ぺージ） 


ピ ピー ピ ピー ピ ピー ピ ピー ピ ピー" （ cr 10 . 1 ] ページ） 
ピピーピピーピピーピピーピピ ー" （己"12ページ） 


0推音防止について） 

ラジオ - A V 機器-補聴器-電話-パソコン(ワープ □) などを近付けて使用すると雑音び入ることびあります。 
このようなときは、本体か b 已〇 cm じ(上離してご使用ください。また、他のコンセントをご使用くださし、。 
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お手入れと保管 


お手入れのとまは、必ずさし込みプラグをコンセントか百巧いてください。 

感電やけびをするおそれびあります。 


加湿運転を2週間程行うとお手入れランプび点なし、加湿フィルターと水受けのお手入れ 
時期をお知日せします。（お手入れランプび点なしていなくても 3 週間に 1 回はお手入れをしてください) 

※お手入れランプび点灯してを運転は停止しません。 

《ご使用の状況によりお手入れランプの点灯時期は異なります。_ 



( T 水受け） 

〇 運乾を停止し、さし込みプラグを巧いて、本体ををます。 


コンセントびつなびったまま水受けをはずすと、警ち音でお巧6せします。 
本巧内部に電極部びあ日、助!れると巧障の原因となります。 

本が巧に手を入れないよラごま意くだをい。 


タンク 


0 タンクを取り出ず。 

(タンクのはずしかた8ページ） 


水受け 


0 水受けをはずし、加湿フィルターを取り出す。 

加湿フィルターは化巧をを量にさんでいます。取日出すとまは、化びたれま 
すのでバケツなどを用意し、その中に加湿フィルターを入れて<ださい。 

• 化夏けをはずしたとま、ち上回のボタンを押さえないでください。また、本巧 
巧がに手を入れないでください。電極に触れるとが障の原因となります。 


0 水受けふたをはずし、水受けに巧った水を捨てる< 


0 水洗いをし、ミちれをふき取る。 

やわ b かい巧で、水あかなどの巧れをふさ取りまず。 


洗剤を使用しない。 


0 加湿フィルターをお手入れする。 

伽湿フィルターのお手入れ cr 18ページ） 

〇 水受けに加湿フィルターと水受けふたをセツトし、 
本体にさし込む。 



加湿フィルター 


水受けを取り付けるとさは、奥まで巧し込んでください。 

奥まで入っていないと通電しないことびあります。そのとさ表示 
パネルはソ公び点滅します。（異常表示について cr 21ページ) 


お手入れのを 


のタンク-前カバーをセットずる。 （厅8ぺージ） 

を）さし込みプラグをコンセントにさし込む。 

感操作部の『リセットボタン』を約3秒間巧す。 

お手入れランプび消なしまず。 

《お手入れランプび点巧していない場合でち、お手入れ後は 
『1」セットボタン』を操作音"ピー"び鳴るまで、約3秒間 
巧し続けてください。 
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約3秒間巧ず 











































































( T 加湿フィルターのお手入れ j 

〇 軽くすすざ洗いをしてください。 

ぶ»表面についた水あかを歯ブラシなどで軽くこすり落とし 
てください。 

0 0〜0の手順を3〜4回くり返してください。 

0 最後に再び水洗いですすいでください。 

• 加湿フィルターの洗ミきには、洗剤ゃクエン酸を使用しない 
でください。（抗菌の効まびなくなりまず） 

• 表面を強くこすったり、波あ状をつぶさないように取扱い 
にご注意ください。 

• 使い続けるうちに加湿フィルターび変色しますび、これは 
水道水中の不純物（鉄.カルシウム.マグネシウムなど） 
や空気中のほこりなどによるちのですので、使用上の不具 
合はありません。 



• 表面に水あかび残っていてち使用でさますび、]シーズン 
(約巨ヶ月）を目安に交換してください。 


加湿フィルターにごみや巧れが付着ずると加湿能力の低下や、 
雑菌の繁殖による悪臭の原因になりまず。 


画!湿フィルターの交換について 


C 交換時期について J 


1シーズン（約6ヶ月）に1回交換してください。 

運転:!犬態や使用頻度によつて巧れ具合び異なりまず。 

♦交換のしかたは、別売の交換用加湿フィルターの箱に記載の説明 
書をご覧ください。 

♦使用済の加湿フイルターは水分をよく取り除さ、不燃ゴミとして 
捨ててください。 


リセットボタンについて； 

♦加湿フィルターを交換したときは、必ずリセットボタンを3秒に Lb 
f 甲してください。 

操作音び"ピー"と鳴りまず。 

• お手入れランプび 点な-消灯にかかわらず、 フィルター交換後は 
必ず U セツトボタンを押してください。 


お手入れランプ 


'感、 


交換用加湿フィルターについて 



約3秒間巧ず 


お求めは、お買上げの販売店でお買い求めください。 

お式： HLC -13 F 

本体希望ル売価格:1680円(税込） 

(希望ル売価格は200日年10月現在のをのでず。） 

























お手入れと保管 


タンクの水は毎日新しい水と入れ替える。 
0タンク J 

0 本体から取り出し、タンク栓をはずし残り 
の水を捨てる。 

(タンクの取り出しかた氏8ページ） 

0新しい水道水を半分程度入れ、振り洗いをする。 


2〜3回行ってください。 


@タンク栓や取付部ち、水洗いしてください。 


においの原因となります。 


ク 

タンク栓——ろ 



※巧剤を使用しない。 

《長時間洗ミきしないで使用ずると、水あかなどの原因 
となりまずので、定期的に行ってください。 


广^み，タンク栓について- N 

タンク栓内部のパッキンは、消耗品でず。 

長期間使用され水びもれる場合は交換してください。 

お買上げの販売店にご相談ください。 

タンク栓（キャップ組立） 

本体希望小売価格:630円 (税込） 

(価格は200己年10月現在のをのでず。） 

V_ J 


週1回に(上、巧手人れを./ 巧れびひどくなると、においの発生の原因となります。 


0) 日湿風吹出口 j 

加湿風吹出□についた巧れは、やわ b かい布で 
軽くふさ取る。 



〔本体） 


乾いたやわらかい布で軽くふく。 

※巧れびひどい場合は、めるま湯でうすめた台所用中性洗剤 
(食器用）を布にふくませ、固くしぼってふく。 


シンナー•ベンジンなどの揮発性の;’容剤は使用しない。 
本体を傷めまず。 
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2 週間に 1 回 lU 上、お手入れを/ 


エアフィルターがつまると暖房能力が低下します。 


〔エアフイルター） 


ク 

〇 

巧 


0 


フイルターカバーをはずす。 


フィルターカバーのつまみを上に巧し上げ、 

手前に引く。 

フィルターカバーに取り付けてあるエアフィルターを、 

引いてはずす。 

ホコ U やゴミは、掃除機で吸いとるか、軽く手でたたいて取る。 

※巧れびひどい場合は、水で軽く押洗いをし、水をよくきって 
から曰かげで干す。 

洗剤を使用しない。 


掃除後は、フィルターカバー旧力所のフック)に取り付けて、 
本体に取り付ける。 


エアフィルターをはずしたまま使用しない。 

故障の原因になりまず。 

- ' フィルターカバ_ 




履か 


エアフイルターについて 


水洗い後は、抗アレルギ ー• 抗菌効果び少な<なりまずび、 
そのままフィルターとしてお使いいただけまず。 

効果を望まれる場合には、お買上げの販売店で「 HLC -1300 
のエアフィルター」とご指定のうえ、お買い求めください。 

本体を望小売価格:630円 (税込） 

(価格は2006年10月現在のをのです。） 


〔保管） 


• 排水後よく水切をして自然乾燥させ、コードをコー 
ド掛けに掛け、お買上げ時の箱に入れて、湿気のか 
ない場所に保管する。 

• 特にタンクの内部と加湿フィルターは十分に乾燥さ 
せてください。 

(水び残っていると、カビの原因になります） 


コード掛け 
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修理を依頼される前に、巧のことをお確かめください。 


症状 


通電しない 


温風び出ない 
加湿しない 


運おしない 


現在湿度び設定 
湿度より局くなる 


確認して<ださい 


電源ボタンを1秒 L ソ上巧していますか？ 


ご家庭のブレーカーび「切」になつ 
、ていませんか？ _ . 

停電ではありませんか？ 

「入」タイ7—になつていませんか？ 

•タンクに水はありますか？ 

• 給水ランプび点灯していませんか？ 

•水道水を使用していますか？ 

、•給水ランプび点滅していませんか？ 


ボタン操作ができない） ► ^チャイルド□ックになっていませんか？ 


表示) け g レが次のような点滅または、 
点なになっていませんか？ 

(ぃ） ’ (が） • お'） • ( f '- Z )' (パ) 

(が).(パ'). { S 3] _ 

^示ノ <ネルび次のような点滅または、^ 
点なになっていませんか？ 

しソ ,'） •以づ • M •(ム ,5) •(ム'公） 


機密性の高い部屋や、狭い部屋で 
使用していませんか？ 


処 置 


電源ポタンを1秒上押さ 
ないと「入」になりまだん。 

ブ レーカーを 「入」にして 
、ください。 ， 

復帰を待ってください。 

( (。13〜14ぺージ） 

‘、 LJ '8 ~11 へーン） 

〔水道水を使用してください。 

チャイルド□ックを解除して 
ください。（こ n 2ぺージ） 


使用しないでお買上げの 
販売店にご相談ください。 


「異常表示について」 

参照 


室内の空気を循環させる 


〔 異常表示について） 


■ 誤った使いかたをすると電源ランプび点滅して運転を停止し、状況に応じて表示パネルび 
巧のように点滅します。（異常状態でなくなると点'灯します。） 


Of ネルの表示 


処置 ^ 

/ / / 

U / 

/ / 3 II 二: 
U L . U -/ 

温度過昇防止器がはた日いています。 

•近くに他の暖房器具などびありませんか。 

•フィルターび巧れてつまっていませんか。 

•吸気□びふさびれていませんか。 

•温風吹出□付近に障害物びありませんか。 

• 机の下など狭く囲まれた場所で使用していませんか。 

① 電源ボタンを「切」にし、さ 
し込みプラグを抜いて、本体 
をよくさましてください。 

② 点検をして、温度過昇防止器 
びはたらいた原因を取り除い 
てください。（こ r ] 已ページ） 

nC 

U D 

対震転倒 OFF スイッチがはた6いています。 

•平らな場所で使用していますか。 

•振動をちえませんでしたか。 

平 b な場所に置さ直し、電源ボタ 
ンを押して再度「入」にしてくだ 
さい。 （ CT ] 已ぺージ） 


水受けがはずれています。 


水受けをセツトしてください。 
( 〔で ] 7ページ） 






































保証とア フターヴー ビス (必ずお読みください) 


アフターサービス等について、おわかりにな5ないときは、お買い上げの 
販売店かご相談窓 □ 裏表紙）にお問合わせください。 


r 

。保証書 
(別添） 

保証書は、必ず「お買い上げ 曰 •販売店名」等の記入をお確かめのラえ、販売 
店から受け取っていたださ、内容をよくお読みの後、大切に保存してください。 

1 保証期間はお買い上げの曰か51年でず。! 

@修理を依頼される 
とさは 1 持込修理 

「故障かな？と思ったら （2] ページ）」に従って調べていただき、なお異常の 
あるときは、ご使用を中止し、必ずさし込みプラグを抜いてから、お買い上げ 
の販売店に修理をご依頼ください。 

保証期間中 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださます。 

保証期間経過後 

修理すれば使用でさる場合には、ご希望により修理させていたださます。 

©補修用性能部品の 
保有期間 

当社は、この加湿セラ S ックファンヒーター補修用性能部品を製造打ち切り後 

6年間保有しています。 

♦補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。 

©ご転居されるとさは 

ご転居によりお買い上げの販売店のアフターサービスを受けられなくなる場合 
は、前ちって販売店にご相談ください。ご転居先での曰立の家電品取扱店を紹介 
させていたださます。 


修理料金=技術料+部品代+出張料です。 


診断、部品交換、調整、修理完了時の点検等の作業にかかる費用です。技術者 
の人件費、巧術教育費、測定機器等の設備費、一般管理費等が含まれています。 
修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する部材等を含む場合を 
あります。 

商品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。別違、駐車料金をいた 
だく場合があります。 
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f ^ ^ 

交ミち10 OV 1300 VV /1 吕已 OVV 已0/巨 OHz ^ 

寸 法 

高さ約4五3 cm X 幅約 37.8 cm x 奥行約 24.4 cm 

質 量 

約已 .9 kg (タンク空時） 

コード 

コムコード約 1.8 m 

発熱体 

セラ 5 ックヒーター 

力日 湿 

八イブリッド気化式加湿、タンク容量約 3.4 し連続加湿約 6.8 時間 

タイ7 - 

最長1吕時間切タイマー-入タイマー-同時予約タイマー 

加湿適用床面積(目を） 

木造和室14の2(8.已畳)まで プレ A ブ洋室吕 3 m 2(14 置）まで 

まを装置 

巧震転剧 OFF スイッチ（光センサー式スイッチマイコン OFF ち式） 

温度過昇防止器 /温度ヒユーズ 70° C -1 已 A (温風用り 

^ヴー-スター 1 

電流ヒユーズ……吕 0 A 

運転が態 

強(温風） 

弱(温風） 

強+加湿 

弱+加湿 

加湿 

のみ 

加湿(節電） 

己 OHz 

巨 OHz 

己 OHz 

60Hz 

已 OHz 

巨 OHz 

已 OHz 

巨 OHz 

已 OHz 

60Hz 

己 OHz 

60Hz 

電気代 (1 時間あたり） 

約27.1円 

約25.7円 

約16.9円 

約16.已円 

約28.日円 

約27.已円 

約17.2円 

約 1 旺日円 

約8.日円 

約 S. 4円 

約1.1円 

約0.己円 


おやずみ 

約24.2円 

約22.0円 

約1己.4円 

約14.3円 

約24.2円 

約22.0円 

約1己.4円 

約14.3円 

約8.1円 

約7.7円 

約0.日円 

約0.日円 

消費電力 （1 時間あたり） 

約1230 W 

約1170 W 

約 770W 

約7已 0W 

約1300 W 

約12日日 W 

約7日 0W 

約 770W 

約3日 0W 

約3日 0W 

約 48W 

約 43W 


おやずみ 

約1100 W 

約1000 W 

約700 W 

約日己 0W 

約1100 W 

約1000 W 

約700 W 

約日已 0W 

約 370W 

約3已 0W 

約 22W 

約 21W 

加湿 量 

- 

- 

- 

- 

420ml/ 時 

390ml/ 時 

41 0ml/ 時 

390ml/ 時 

甜 0ml/ 時 

480ml/ 時 

2已 0ml/ 時 

230ml/ 時 

王/皿。 1 

湿度 30 %J 

おやずみ 

- 

- 

- 

- 

330ml/ 時 

2孤 ml/ 時 

320ml/ 時 

270ml/ 時 

460ml/ 時 

420ml/ 時 

1 日 0ml/ 時 

130ml/ 日妻 


※電気代はき温 20 でで測定し、新電力料金目ま単価を吕2円 / kWh (税込)として計算しております。 

ただし、電力会社およびご家庭の電力使用量、器具の使用条件などによ0多少異なります。 

※加湿運転時の電気代、消費電力、加湿量とち加湿を r 連続」にしたとさの値です。 

※仕様は改良のため、予告なく変更することびあります。 




参長年ご使用の加湿セラミックファンヒーターの点検を！ 

ご使用の際 
このよラな 
ことはあ0 
ませんか 

♦電源を入れてち、ときどき運転しないときがある。 
♦電源コードを動かすと通電したりしなかったりする。 
♦差込プラグ、電源コードなどが異常に熱い。 
♦焦げ臭いにおいびする。 

♦その他の異常や故障びある。 

► 

お 

願 

い 

故障や事故防止のため、コンセン 
卜から差込プラグを抜いて販売店 
にご連絡ください。 

点検-修理についての費巧など詳 
しいことは、販売店にご相談くだ 
さい。 


0610-1 
















